
(57)【要約】

【課題】酵素剤の飛散を確実に防止して簡易に使用でき

るとともに、使用に際し適正量となるよう簡易に調整で

きるようにした酵素剤を提供すること。

【解決手段】所要量の粉末状酵素剤１０を、可溶性の被

覆膜１内に封入して構成する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
所 要 量 の 粉 末 状 酵 素 剤 を 、 可 溶 性 の 被 覆 膜 内 に 封 入 し て 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 酵 素 剤
。
【 請 求 項 ２ 】
可 溶 性 の 被 覆 膜 を 、 カ プ セ ル と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 酵 素 剤 。
【 請 求 項 ３ 】
可 溶 性 の 被 覆 膜 に 、 デ ン プ ン を 主 体 と し た 化 合 物 材 を 用 い た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、
２ 又 は ３ 記 載 の 酵 素 剤 。
【 請 求 項 ４ 】
可 溶 性 の 被 覆 膜 に 、 ゼ ラ チ ン を 主 体 と し た 化 合 物 材 を 用 い た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、
２ 又 は ３ 記 載 の 酵 素 剤 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 酵 素 剤 、 特 に 粉 末 状 の 産 業 用 酵 素 剤 を 利 用 す る 食 品 、 繊 維 、 排 水 処 理 に お い て
、 粉 末 状 酵 素 剤 の 飛 散 を 防 止 し 、 安 全 に 、 か つ 容 易 に 使 用 で き る よ う に し た 酵 素 剤 に 関 す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 食 品 、 繊 維 、 排 水 処 理 等 の 分 野 に お い て 使 用 さ れ る 産 業 用 酵 素 剤 は 、 通 常 、 粉 末 状
の も の が 汎 用 さ れ て お り 、 ま た 粉 末 状 酵 素 剤 を 使 用 す る 際 、 こ れ を 水 そ の 他 の 液 体 に 溶 解
又 は 混 合 し て 使 用 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 産 業 用 酵 素 剤 と し て 使 用 さ れ る 粉 末 状 酵 素 剤 は 、 使 用 す る に 際 し て 水 そ の 他 の
液 体 に 溶 解 又 は 混 合 溶 解 す る と き 、 こ の 粉 末 状 酵 素 剤 の 粒 子 が 小 さ い た め 、 こ れ を 酵 素 剤
添 加 槽 等 へ の 投 入 時 に 飛 散 し 易 く 、 特 に 酵 素 剤 添 加 槽 が 屋 外 に 設 置 さ れ て い る 場 合 、 微 弱
な 風 で も 巻 き 上 が る よ う に な り 、 こ の 飛 散 す る 酵 素 剤 粉 末 を 作 業 者 が 吸 引 或 い は 直 接 皮 膚
と 接 触 す る 可 能 性 が 極 め て 高 い も の と な っ て い る 。 こ の 酵 素 剤 を 吸 入 又 は 皮 膚 と 接 触 す る
と 体 内 に そ の 抗 体 が で き 、 そ の 後 、 再 度 ア レ ル ゲ ン （ 酵 素 ） を 吸 入 す る と 、 鼻 や 目 の か ゆ
み や 充 血 が 発 症 し た り 、 そ の 他 風 邪 に 似 た 症 状 や 、 喘 息 の 原 因 と も な る 。 ま た 、 タ ン パ ク
質 分 解 酵 素 等 を 含 む 酵 素 は 、 目 や 皮 膚 を 刺 激 す る 作 用 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ こ で 、 こ れ ら の 酵 素 剤 を 取 り 扱 う 場 合 、 作 業 者 は 各 自 防 塵 作 業 服 、 吸 入 防 止 具 、 防 塵 メ
ガ ネ 、 不 浸 透 手 袋 等 の 防 塵 装 備 を 装 着 す る か 、 も し く は 防 塵 装 置 を 有 す る 区 画 内 で 作 業 を
行 う 必 要 が あ り 、 さ ら に 酵 素 剤 の 使 用 量 が 多 く な る と 高 効 率 フ ィ ル タ ー 付 集 塵 機 を 作 業 区
域 内 に 設 置 す る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 作 業 者 が 防 塵 装 備 を 装 着 す る と 作 業 が し 難 く 、 ま
た 作 業 領 域 が 限 定 さ れ る な ど の 問 題 が あ る と と も に 、 設 備 費 が 嵩 む 等 の 問 題 が あ っ た 。
ま た 、 酵 素 剤 添 加 槽 等 へ の 投 入 な ど の 作 業 に お い て 、 酵 素 剤 を こ ぼ し た 場 合 、 電 気 掃 除 機
や 圧 縮 空 気 、 高 圧 水 を 用 い て 清 掃 を 行 う と 、 酵 素 剤 が さ ら に 飛 散 し 易 く な り 、 こ れ が 酵 素
剤 飛 散 の 原 因 と も な り 、 清 掃 も 容 易 に 行 え な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 酵 素 剤 の 有 す る 問 題 点 に 鑑 み 、 酵 素 剤 の 飛 散 を 確 実 に 防 止 し て 簡 易
に 使 用 で き る と と も に 、 使 用 に 際 し 適 正 量 と な る よ う 簡 易 に 調 整 で き る よ う に し た 酵 素 剤
を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 酵 素 剤 は 、 所 要 量 の 粉 末 状 酵 素 剤 を 、 可 溶 性 の 被 覆 膜
内 に 封 入 し て 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の 酵 素 剤 に お い て は 、 酵 素 剤 添 加 槽 内 で 溶 解 さ れ る 可 溶 性 材 質 の 被 覆 膜 に て 封 入 す る こ
と に よ り 、 飛 散 し 易 い 粉 末 状 の 酵 素 剤 を も 確 実 に 密 封 す る こ と が で き る の で 、 使 用 に 際 し
て も 酵 素 剤 の 飛 散 を 防 止 し 、 そ の 取 り 扱 い が 容 易 に な り 、 か つ 従 来 の よ う に 防 塵 装 備 や 設
備 が 不 要 に な り 、 作 業 性 が 向 上 す る 。
ま た 、 粉 末 状 酵 素 剤 を 可 溶 性 の 被 覆 膜 に て 封 入 し て い る た め 、 酵 素 剤 添 加 槽 へ の 添 加 時 容
易 に 溶 解 し 、 か つ そ の 使 用 量 の 調 整 が し や す く な り 、 定 期 的 に 適 正 量 を 添 加 す る こ と に よ
り 、 酵 素 剤 添 加 槽 で の 酵 素 反 応 が 安 定 し 、 継 続 し て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 場 合 、 可 溶 性 の 被 覆 膜 を 、 カ プ セ ル と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ れ に よ り 、 飛 散 し 易 い 粉 末 状 酵 素 剤 で あ っ て も 薬 剤 の カ プ セ ル と 同 様 の 形 態 に 簡 易 に 封
入 す る こ と が で き 、 取 り 扱 い が 簡 易 と な り 、 粉 末 状 酵 素 剤 の 飛 散 防 止 を 確 実 に 行 う こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 こ の 場 合 、 可 溶 性 の 被 覆 膜 に 、 デ ン プ ン を 主 体 と し た 化 合 物 材 を 用 い る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ れ に よ り 、 被 覆 膜 の 材 質 に デ ン プ ン を 主 体 と し た 化 合 物 材 を 用 い る こ と か ら 、 従 来 、 粉
末 薬 剤 の 包 装 用 と し て 汎 用 さ れ て い る 、 特 に 馬 鈴 薯 や 大 豆 か ら 作 成 さ れ た オ ブ ラ ー ト の 使
用 に よ り 、 安 価 に 、 か つ 容 易 に 粉 末 状 酵 素 剤 の 封 入 が 行 え る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 こ の 場 合 、 可 溶 性 の 被 覆 膜 に 、 ゼ ラ チ ン を 主 体 と し た 化 合 物 材 を 用 い る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ れ に よ り 、 日 本 薬 局 方 に 収 載 さ れ て い る ゼ ラ チ ン を 主 体 と し た 基 剤 を 用 い る こ と か ら 、
粉 末 状 酵 素 剤 の 被 覆 剤 が 安 価 に 、 容 易 に 入 手 で き る の で 、 簡 易 に 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 酵 素 剤 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の 酵 素 剤 の 実 施 例 を 、 図 １ に 示 す 。 こ の 酵 素 剤 Ａ は 、 産 業 用 酵 素 剤 と し て 汎 用 さ れ
て い る 酵 素 剤 の 粉 末 １ ０ を 、 可 溶 性 の 被 覆 膜 １ に て 被 覆 す る よ う に 構 成 す る 。
こ の １ 粒 の 酵 素 剤 Ａ の 大 き さ 、 形 状 と し て は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 可 溶 性 の
被 覆 膜 １ に よ る 被 覆 が 簡 易 に 行 え る と と も に 、 添 加 量 の 調 整 が 簡 易 に 行 え る よ う に し て 定
め る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の 酵 素 剤 の 粉 末 １ ０ を 可 溶 性 の 被 覆 膜 １ に て 被 覆 す る 場 合 、 酵 素 剤 の 粉 末 １ ０ を 通 常 の
状 態 で 、 或 い は 予 め 押 し 固 め て 、 い ず れ か の 方 法 で 被 覆 す る こ と が で き 、 こ れ は 用 途 な ど
に 応 じ て 適 宜 定 め る も の と す る 。 な お 、 押 し 固 め て 被 覆 す る 場 合 は 、 酵 素 剤 Ａ を 嵩 低 く し
て 所 要 量 の 酵 素 剤 の 粉 末 １ ０ を 使 用 で き る 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 被 覆 膜 １ と し て 使 用 す る 材 質 は 、 例 え ば 、 酵 素 剤 添 加 槽 内 の 水 分 と 反 応 し て 容 易 に
溶 解 し 、 内 部 の 酵 素 剤 が 溶 出 す る よ う に し た も の を 採 用 し 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い
が 、 可 溶 性 の 被 覆 膜 と し て デ ン プ ン を 主 体 と し た 化 合 物 材 、 例 え ば 、 従 来 、 粉 末 薬 剤 の 包
装 用 と し て 汎 用 さ れ て い る オ ブ ラ ー ト 、 特 に 馬 鈴 薯 や 大 豆 か ら 作 成 さ れ た オ ブ ラ ー ト を 使
用 す る こ と が で き る 。 こ の 水 溶 性 の オ ブ ラ ー ト を 使 用 す る こ と に よ り 、 安 価 に 、 か つ 容 易
に 粉 末 状 酵 素 剤 の 封 入 が 行 え る 。 ま た 、 可 溶 性 の 被 覆 膜 １ と し て 、 日 本 薬 局 方 に 収 載 さ れ
て い る ゼ ラ チ ン を 主 体 と し た 基 剤 を 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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さ ら に 、 所 要 量 の 酵 素 剤 の 粉 末 １ ０ を 封 入 す る 被 覆 膜 １ の 形 状 は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で
は な く 、 図 １ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 球 形 の 他 に 、 楕 円 形 や 角 形 と す る こ と も で き る 。
ま た 、 図 １ （ Ａ ） に 示 す 被 覆 膜 １ は 、 所 要 量 の 酵 素 剤 の 粉 末 １ ０ の 外 周 面 を 被 覆 す る よ う
に し た も の で あ る が 、 図 １ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 カ プ セ ル 形 と す る こ と も で き る 。
被 覆 膜 １ を 構 成 す る カ プ セ ル は 、 一 端 を 閉 じ た 円 筒 形 の カ プ セ ル 本 体 片 １ １ と 、 こ の カ プ
セ ル 本 体 片 １ １ と 交 互 に 重 ね 合 わ す こ と が で き る カ プ セ ル 蓋 片 １ ２ と の 一 対 よ り な る 。 こ
の よ う に 酵 素 剤 の 粉 末 １ ０ を 封 入 す る 被 覆 膜 １ を カ プ セ ル 形 と す る こ と に よ り 、 粉 末 状 酵
素 剤 の 密 閉 を 、 従 来 の 薬 剤 の カ プ セ ル 充 填 機 を 用 い て 簡 易 に 行 う こ と が で き 、 酵 素 剤 の 粉
末 が 飛 散 す る こ と な く 扱 え る の で 、 取 り 扱 い が 容 易 に な り 、 作 業 者 の 防 塵 装 備 や 工 場 内 の
防 塵 設 備 が 不 要 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 円 筒 体 を し た カ プ セ ル 基 材 を 形 成 す る カ プ セ ル 本 体 片 １ １ 及 び カ プ セ ル 蓋 片 １ ２ は
、 共 に 図 １ （ Ａ ） に 示 す 被 覆 膜 １ の 素 剤 と 同 じ 素 材 、 即 ち デ ン プ ン を 主 体 と し た 化 合 物 材
、 ゼ ラ チ ン を 主 体 と し た 化 合 物 材 を 採 用 す る も の と す る 。
こ の よ う に デ ン プ ン 或 い は ゼ ラ チ ン を 主 体 と し た カ プ セ ル 基 材 は 、 水 溶 性 で あ る た め 、 酵
素 剤 添 加 槽 内 の 水 分 と 反 応 し て 、 容 易 に 溶 け 、 酵 素 剤 を 溶 出 す る こ と が で き る と と も に 、
添 加 量 の 調 整 も 簡 単 に 行 え る も の と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 、 本 発 明 の 酵 素 剤 の 具 体 的 な 使 用 例 を 、 図 ２ に 示 す 実 施 例 に よ り 説 明 す る 。
図 ２ に お い て 、 ２ は 酵 素 剤 添 加 槽 で 、 該 酵 素 剤 添 加 槽 ２ 内 に は 添 加 さ れ る 酵 素 剤 Ａ の 溶 解
と 、 溶 解 酵 素 剤 と 排 水 と の 混 合 攪 拌 に り 排 水 中 の 物 質 、 例 え ば 、 タ ン パ ク 質 を 容 易 に 、 短
時 間 に て 分 解 処 理 を 行 う た め に 攪 拌 装 置 ３ が 設 置 さ れ る 。
こ の 攪 拌 装 置 ３ は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 駆 動 装 置 ３ １ に て 攪 拌 軸 ３ ３ の 下 端
に 取 り 付 け た 攪 拌 羽 根 ３ ２ を 駆 動 し 、 排 水 及 び 酵 素 剤 と を 攪 拌 で き る よ う に 構 成 す る 。
ま た 、 こ の 酵 素 剤 添 加 槽 ２ に は 、 酵 素 剤 Ａ の 溶 解 に て 分 解 処 理 す る た め の 排 水 又 は 液 体 を
流 入 す る 流 入 管 ２ １ と 、 　 溶 解 し た 酵 素 剤 Ａ に て 分 解 し た 処 理 水 或 い は 生 成 物 を 流 出 す る
た め の 流 出 管 ２ ２ と を 接 続 す る 。
ま た 、 酵 素 剤 添 加 槽 ２ の 上 部 に は 、 酵 素 剤 投 入 装 置 ４ が 設 置 さ れ て お り 、 こ の 酵 素 剤 投 入
装 置 ４ よ り 酵 素 剤 供 給 管 ４ １ を 経 て 酵 素 剤 Ａ が 定 期 的 或 い は 任 意 に 酵 素 剤 添 加 槽 ２ 内 に 供
給 さ れ る よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 に 、 タ ン パ ク 質 を 高 濃 度 に 含 む 排 水 の 処 理 に つ い て 説 明 す る 。
排 水 を 流 入 管 ２ １ を 経 て 酵 素 剤 添 加 槽 ２ へ 流 入 し 、 こ の 排 水 中 に 酵 素 剤 投 入 装 置 ４ か ら 、
流 入 排 水 量 及 び そ の 濃 度 に 応 じ た 量 の 酵 素 剤 Ａ を 投 入 す る 。 こ れ に よ り 、 酵 素 剤 添 加 槽 内
に 投 入 す る 酵 素 量 は 酵 素 剤 添 加 槽 内 で 必 要 濃 度 に な る 。
こ の 酵 素 剤 Ａ の 投 入 に お い て 、 酵 素 剤 Ａ の 外 表 面 が 可 溶 性 の 被 覆 膜 に て 被 覆 し て い る か ら
、 酵 素 剤 の 粉 末 が 飛 散 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
ま た 、 こ の 酵 素 剤 Ａ の 投 入 は 、 流 入 排 水 量 に 応 じ て 、 或 い は 酵 素 剤 添 加 槽 １ の 酵 素 濃 度 が
一 定 に な る 頻 度 で 、 酵 素 剤 投 入 装 置 ４ か ら 自 動 的 に 投 入 す る こ と も で き る が 、 作 業 者 が 適
宜 人 為 的 に 投 入 す る よ う に す る こ と も で き 、 さ ら に こ の 酵 素 剤 の 添 加 頻 度 に よ っ て 酵 素 剤
添 加 槽 内 で の 酵 素 濃 度 を 調 整 す る こ と が で き る 。
な お 、 こ の 場 合 の 酵 素 剤 Ａ は 、 排 水 中 の 高 濃 度 の タ ン パ ク 質 を 分 解 す る の に 適 し た タ ン パ
ク 質 分 解 酵 素 を 用 い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の よ う に し て 酵 素 剤 添 加 槽 ２ へ 流 入 し た 排 水 と 、 該 槽 内 に 投 入 し た 酵 素 剤 Ａ と を 酵 素 剤
添 加 槽 ２ で 一 定 時 間 滞 留 さ せ る と 、 酵 素 剤 Ａ の 外 表 面 を 被 覆 し て い る 被 覆 膜 １ 又 は カ プ セ
ル １ １ ， １ ２ が 、 酵 素 剤 添 加 槽 内 の 水 分 と 反 応 し て 溶 け 、 内 部 の 酵 素 剤 の 粉 末 １ ０ が 溶 出
す る も の と な る 。
次 に 、 攪 拌 装 置 ３ を 駆 動 す る と 攪 拌 羽 根 ３ ２ に よ り 、 酵 素 剤 添 加 槽 内 の 排 水 と 溶 解 し た 酵
素 剤 と が 攪 拌 さ れ 、 こ れ に よ り 排 水 中 の た ん ば く 質 は 溶 解 し た 酵 素 に て 分 解 さ れ 、 分 解 産
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物 が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
酵 素 剤 添 加 槽 内 で 酵 素 の 作 用 に よ り 生 成 さ れ た 分 解 産 物 は 、 流 出 管 ２ ２ よ り 流 出 す る 。
ま た 、 こ の 酵 素 剤 Ａ の 使 用 は 、 排 水 等 の 液 状 基 質 の み な ら ず 、 水 分 を 含 む 固 形 物 に も 適 応
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
以 上 、 本 発 明 の 酵 素 剤 に つ い て 、 そ の 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 実 施 例
に 記 載 し た 構 成 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 粉 末 状 酵 素 剤 を ペ レ ッ ト 形 に 固 め 、
そ の 表 面 を 可 溶 性 の 被 覆 膜 （ コ ー テ ィ ン グ ） を 形 成 し た も の 、 或 い は 比 較 的 少 な い 個 数 で
所 要 濃 度 と な る よ う 大 き な 袋 と す る 等 、 そ の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 適 宜 そ の 構 成
を 変 更 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 酵 素 剤 添 加 槽 内 で 溶 解 さ れ る 可 溶 性 材 質 の 膜 で 被 覆 膜 に 封
入 す る こ と に よ り 、 飛 散 し 易 い 粉 末 状 の 酵 素 剤 を も 確 実 に 密 封 す る こ と が で き る の で 、 使
用 に 際 し て も 酵 素 剤 の 飛 散 を 防 止 し 、 そ の 取 り 扱 い が 容 易 に な り 、 か つ 従 来 の よ う に 防 塵
装 備 や 設 備 が 不 要 と な り 、 こ の た め 作 業 場 の 防 塵 装 備 ・ 防 塵 設 備 の 設 置 等 へ の 対 策 が 軽 減
さ れ 、 か つ 作 業 性 が 向 上 す る 。
ま た 、 粉 末 状 酵 素 剤 を 可 溶 性 の 被 覆 膜 に て 封 入 し て い る た め 、 酵 素 剤 添 加 槽 へ の 添 加 時 容
易 に 溶 解 し 、 か つ そ の 使 用 量 の 調 整 が し や す く な り 、 定 期 的 に 適 正 量 を 添 加 す る こ と に よ
り 、 酵 素 剤 添 加 槽 で の 酵 素 反 応 が 安 定 し 、 継 続 し て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 飛 散 し 易 い 粉 末 状 酵 素 剤 で あ っ て も 薬 剤 の カ プ セ ル
と 同 様 の 形 態 に 簡 易 に 封 入 す る こ と が で き 、 取 り 扱 い が 簡 易 と な り 、 粉 末 状 酵 素 剤 の 飛 散
防 止 を 確 実 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 被 覆 膜 の 材 質 に デ ン プ ン を 主 体 と し た 化 合 物 材 を 用
い る こ と か ら 、 従 来 、 粉 末 薬 剤 の 包 装 用 と し て 汎 用 さ れ て い る 、 特 に 馬 鈴 薯 や 大 豆 か ら 作
成 さ れ た オ ブ ラ ー ト の 使 用 に よ り 、 安 価 に 、 か つ 容 易 に 粉 末 状 酵 素 剤 の 封 入 が 行 え る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 日 本 薬 局 方 に 収 載 さ れ て い る ゼ ラ チ ン を 主 体 と し た
基 剤 を 用 い る こ と か ら 、 粉 末 状 酵 素 剤 の 被 覆 剤 が 安 価 に 、 容 易 に 入 手 で き る の で 、 簡 易 に
製 造 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
本 発 明 の 酵 素 剤 の 実 施 の 形 態 を 示 し 、 （ Ａ ） は 被 覆 膜 を 袋 状 と し た 形 態 の 断 面 図 、 （ Ｂ ）
は 被 覆 膜 を カ プ セ ル と し た 形 態 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】
本 発 明 の 酵 素 剤 を 使 用 す る 状 態 を 示 す 実 施 例 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
Ａ 　 　 酵 素 剤
１ 　 　 被 覆 膜
１ ０ 　 酵 素 剤 の 粉 末
１ １ 　 カ プ セ ル 本 体 片
１ ２ 　 カ プ セ ル 蓋 片
２ 　 　 酵 素 剤 添 加 槽
２ １ 　 流 入 管
２ ２ 　 流 出 管
３ 　 　 攪 拌 装 置
３ １ 　 駆 動 装 置
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３ ２ 　 攪 拌 羽 根
４ 　 　 酵 素 剤 投 入 装 置
４ １ 　 酵 素 剤 供 給 管

【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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